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 第 6 章では、２つの場のモデルの課題を分析した上で、「学習の場」と「実践の場」を統合し、
全体としての協働の場のモデルを示した。その上で、試行プロジェクトとしての未来教育会議を実
施し、考察を行った。 
 最後に第 7章では、本研究の意義と成果についてまとめるととともに、今後の可能性と具現化に
向けての提言を行った。 
以上要するに、本研究は、市民と行政の協働のための場に関する行政学や公共政策学等の研究に、
教育学や経営学からの新たな視点を加え、幅広い先行研究や国内外の事例研究から学際的な示唆を
得るとともに、システムデザイン・マネジメント学を用いて、協働の場のモデルを統合的にデザイ
ンしたものである。このため、本研究は、システムデザイン・マネジメント学上の寄与が少なくな
い。従って、本論文の著者は博士（システムデザイン・マネジメント学）の学位を受ける資格があ
るものと認める。 
 
